
 研究結果  
「援助交際」とは、80年代にテレクラなどの流行と伴って、日本の社会に浸透し、90年代に台湾

に伝入した。時代、社会の変換と伴って、この言葉は、徐々に変化し、援助交際の語彙定義からみ
ると、いわゆる「主に若い女性が行う、売春の一形態。広義では性行為は伴わない金銭目的の交際
を指すこともあったが、現在では主に若い女性の売春行為の代名詞となっている。

1
」簡単にいう

と、援助交際というようなものがお金が欲しいという欲望を性の代償として金銭を得る事によって
満たすのに対して、実際に、一般市民及び未成年者を性の犠牲者になるということでもなる。上述
にもあったように、90年代に、日本語流行を理由として、「援助交際」も台湾社会に浸透した。日
本での変化と同じように、援助交際は最初に性行為を問わない金銭目的の交際であるものの、近年
は、買春行為に変化され、多数の児童が被害者となり、さらに、インターネットを通じて、近年児
童だけではなく、成人による援助交際も多くなっており、台湾の国内において、大きな社会問題と
なった

2
。 

本研究は従来の法律研究方法という比較法研究を取り入れ、また社会科学研究法から日本及び
台湾の実務家を対象として「焦点訪問（focus group interview）研究法」を行って、以下の問題を集
中し、研究したいと思う。 
 問題一、「援助交際」の語彙遣いの変遷：特に法律語彙について 

 問題二、「援助交際」をめぐる諸問題：援助交際形態の変革、日台法律変革及び改正、比較 

 問題三、「援助交際」をめぐる日本の優れた犯罪予防政策及び法改正を台湾の対策及び法律に取

り入れる試みる。 

 この結果として、まず、 

 問題一に対する結果：日本、台湾と同じように、九十年代に入って、援助交際は「売春」という

語彙と定着し、また、インターネットの活発化と伴い、出会いサイドによる援助交際が多くなって

きた。このとき、日本政府と台湾政府は本格的に援助交際という言葉を法律語彙、つまり処罰の構

成要件として考え始まったという。 

問題二に対する研究結果として：日本は八十年代に、援助交際という現象が現れ、九十年代に携

帯電話やポケットベールの流行とともに、援助交際の発生率が高くなってきた。台湾の場合は、九

十年代に始めて、流行語として援助交際という言葉が台湾に入ってきて、ポケットベールなどの電

子機器が女子学生の間に流行っていたということで、援助交際の発生率が高くなった。この状況を

利用し、台湾の売春業者は「援助交際」という言葉を称して実際に売春を行った。このことで、援

助交際はすでに売春業に変化した。 

 問題三に対する研究結果として、日本は援助交際予防として、1999年１月に児童買春・児童ポル
ノ処罰法を施行し、なお、2003年9月に出会い系サイト規制法を施行した。これに対して、台湾は
は児童福利法及び少年法の法文に援助交際の行為を行った少年（女）を対象として保護する規定を
定めた。台湾の法改正はあくまでも日本の影響が強いが、現在は出会いサイト規定などの規定がな
くて、インターネットによる援助交際が多く、援助交際の摘発が非常に難しいという。将来は、日
本のような出会いサイトの規定を定めたほうが重要という研究結果があった。 
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